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そこで，赤血球Cytoskeletalsystemの機能調節に

CaMが関与している可能性を調べる意図の下に， TDI 

を用い，赤血球サイトソホル中のCaMを定量するとと

もに， TDIがCaM阻害剤として作用する可能性を調

べたので報告する.

13. Streptozotocin・糖尿マウスにおけるmorphine

の鎮痛効果について

(薬理〉

O藤井恵美子・野本 照子・塚原富士子

ddY雄性マウスを使用し， streptozotocin (STZ) 

170mg/kg， i.p.投与2，4週後の実験糖尿状態における

モルヒネの鎮痛効果に対する反応性を明らかにする目

的で，tail-f1ick法C10mg/kg，s.c.)および酢酸-writhing

法 (2mg/kg， s.c.)を用いて比較検討した.

1) tail-f1ick法による結果

STZ前処置は， *奪痛刺激に対する反応時間に影響を

及ぼさなかった.STZ群，対照群共にモルヒネ投与後

葵痛に対する反応時聞は著しく延長した.STZ 2週後

では，対照群に比し鎮痛効果が滅弱したが 4週後に

は対照群と同等の鎮痛効果を示した.

2)酢酸-writhing法による結果

STZ前処置は，酢酸による writhing反応の出現回

数を増加した.モルヒネ投与後STZ群，対照群共に

writhingの回数の有意な減少を認めたが，STZ群では

対照群に比し，鎮痛効果の減弱がみられた.

以上の結果から， STZ糖尿マウスでは，モルヒネの

鎮痛効果が減弱することが認められた.

14.細菌内毒素の免疫抑制作用の機序の解析

(微生物〉

O内山竹彦・鎌形有祐・若井真理子

河野雅子・吉岡守正

グラム陰性梓菌は動物の腸内正常細菌叢の主要構成

細菌であるが，その菌体内毒素， lipopolysaccharide 

(LPS)は免疫システムに種々の影響をおよぼす.今回

はLPSの免疫抑制作用の機序の解析について報告し

たい.

材料と方法

動物:C57B!/6マウス， C3H/HeNマウス.

LPS : E.coli 055 B5より抽出したLPS.In vitro抗

体産生 Click's medium (2ME 5 x 10-5M， 10% 

FCS)， 5 %C02， 3TCの条件.T細胞の除去:抗 θ抗

体〔モノクロナール抗体〉を用いた.マクロファージ

の除去 Sephadex G10カラム法を用いた.実験システ

ム:数日前にマウスに一定量の LPSを投与し，牌細胞

をとり出し，抗原 (TNP-SRBC，SRBC)で刺激し，

4日後に抗体産生細胞数をJerneのプラーグ法にて検

出する.

結果

1) LPSの前投与の影響:LPS 10-50μgを1-7

日前に投与されたマウスの牌細胞の反応は著明に抑制

されている.

2) LPS投与により影響をうける細胞 :T細胞のへ

ルパー機能， B細胞機能，マクロファージの抗原提供

細胞としての役割のいずれも抑制されている.

3)免疫抑制細胞の出現:LPSを投与されたマウス

の牌細胞中には正常牌細胞の免疫機能を抑制する細胞

が出現する.T細胞と考えているが，さらに検討を加
えたい

結語

細菌内毒素はendotoxinshock iこ見られるごとく，

種々な生物作用を有する.免疫応答においても，免疫

賦活作用，免疫抑制作用等があるが，生体がさらされ

る機会の多い内毒素の生理的意義について，さらに検

討を加えていくつもりである.

15.学校管理下における事故件数の推移と保健意識

の変容-!持に昭和40年代を中心として一一

(第一衛生)0木村一彦・清水 悟

学校管理下の事故(以下事故〉が， 日本学校健康会

災害共済給付件数を根拠として，増加していることが

指摘されている.一方， この事故をめぐる社会的状況

は，保健現象のーっとして問題化され，学校の体育活

動の消極化， さらに児童・生徒の体力低下をもたらし

ている

受傷して，この災害給付の統計に表われるまで、には，

本人はもとより，教師，特に養護教諭，医師，保護者

など多くの判断が働き，最後には学校健康会の基準と

運用にまたなければならない.そして， この判断は固

定されたものでなく，保健意識の変容に伴って変化す

るものである.

以上の点について，次の資料と調査から検討した.

即ち，学校健康会医療費給付件数，同じく廃疾・死亡

見舞金給付件数，各学校から教育委員会に届けられた

事故報告件数と教育委員会からの事故防止等の通達・

通知発行件数，保護者から学校・教育委員会に対する

提訴・判決件数，及び日刊紙のこれらに対する報道件

数の年次推移.さらに，小・中・高校の養護教諭の意

識について，質問紙法による調査を実施した.

その結果を総合すると，事故として最も重い死亡件
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数に増加は認められないが，社会的判断の加わる報

告・事件件数では増加がみられ，特に昭和40年代前半

に顕著であった.

事故の事後処理にあたり，判定の大きな比重を占め

る養護教諭も， I処置全体に注意するようになった」も

の70%，I医師にみせるよう指導するようになった」も

の60%と意識を変えている. このように学校管理下の

事故件数は真の件数の増加を示すとし、うより，保健意

識の変容によるものと推察された.

16.脳血管掌縮を伴うクモ膜下出血患者の髄液の薬

理学的検討一一ラット十二指腸標本を用いて一一

(脳神経外科〉

O山崎直美・清水 隆・星 妙子・

高橋研二・高橋 信・岡田隆晴・

糟谷英俊・喜多村孝一

(薬理〉古川恭子・野本照子

目的

クモ膜下出血(以下SAHと略す〕後の脳血管李縮

(以下VSと略す〉の機構の解明のため，種々の実験モ

デルが提唱されてきた.今回，演者らはVSを伴う

SAH患者の髄液の性状を検索するため，ラット十二

指腸摘出標本を用い，種々の薬剤との相関を検討した.

万法および結果

ラット十三指腸摘出標本をグレブス液で潅流したパ

ス内に懸垂し，パス内に検体や試薬を加えた際の標本

の伸縮を等張力変量測定装置で記録した.①臨床的に

VSを伴っていると考えられる SAH患者の髄液では，

35%で標本の弛緩が認められた.VSを伴っていない

SAH患者の髄液では， 7%で弛緩が認められた.②

ヒト血清とヒト髄液を3TCで3日間勝置した混合液を

作製した.この混合液の上清では5例中4例に弛緩が

みられた.この弛緩は予めテトロドトキシンで十二指

腸標本を処理しても抑制されなかった.③ PGA"Az，

E" Ez， F，αをそれぞれ単独に作用させた際の十二指

腸標本の反応は不定で、あった.ブラジキニンでは常に

弛緩がみられた.④ヒト髄液とヒト血清の混合液の弛

緩作用は，混合時にプレドニソロンを加えることによ

り抑制された.ブラジキニンとプレドニソロンまたは

ブラジキニンとベータメサゾンを同時に作用させる

と，ブラジキニン単独の場合に比べ弛緩が抑制された.

結論

A ①②より VSを伴う SAH患者の髄液とヒト血

清・髄液混合物は共にラット十二指腸摘出標本に対し

弛緩作用をもっ薬理学的活性物質を有する. B この
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薬理学的活性物質は神経を介さず直接平滑筋に作用す

る.c ③よりこの薬理学的活性物質はブラジキニン
類似作用を有すると思われる.D:④よりこの薬理学

的活性はステロイドで抑制される.

17.汎発性腹膜炎に対するグルコン酸クロールヘキ

シジンによる腹腔内洗浄について

(外科〉

O金 哲照・神崎正夫・岡崎武臣・

大地哲郎・木村恒人・馬関原吾・

鈴木 忠・倉光秀麿・織畑秀夫

自的

現在広く使われている消毒剤Jであるグノレコン酸ク

ロールヘキシジン〔以下ヒビテンGと略す〉を腹腔内

洗浄に応用し，有効性を検討した.

対象

24例の汎発性腹膜炎を対象とした.十二指腸潰蕩穿

孔11例，胃潰蕩穿子L3例，穿孔性虫垂炎3例，胆石症+

壊痘性胆のう炎2例，外傷性小腸破裂，下腸間膜動脈

塞栓症，胃癌穿孔， S状結腸憩室穿孔がそれぞれ1例

であった.男性17例，女性7例で，年齢は20-88歳に

わたり，平均48.0歳であった.

方法

開腹時，腹腔内の惨出液を充分吸引し， 0.02%ヒビ

テン G500mlを注入， 5分間撹持，接触させ吸引し，次

に生理食塩水 1回500mlで5回洗浄し，それぞれを培

養，菌数算定し，同定した.洗浄は引き続き平均7，000

ml行なわれた.

結果

24例中16例は菌陽性で 8例は陰性であった.上部

消化管では， 9/17と53%の陽性率であるが，下部消化

管では， 7/7と， 100%の陽性率を示している.菌種は，

streptococcus， staphylococcus， E. coli， enterococcus， 

bacteroides， peptostreptococcus， corynebacterium 

等で，ほとんどが腸内細菌であった.菌数算定は14例

について行なわれた.開腹時100%として菌減少率を 5

固までみると， 100%→5.8%→1.4%→1.0%→0.7%→

0.6%となり，生食群，生食+超音波群などの対然と比

較して，より有効であると思われた.血清学的にも対

照群と差がなかった.GOT，GPTの変動をみても差は

なく，肝毒性はほとんどないと思われる.

考察

生食のみによる腹腔内洗浄により，死亡率の改善が

認められるが，重症腹膜炎，特に下部消化管穿孔にお

いては未だ死亡率は高い.今回のヒピテンGによる洗


